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トップエスイー
～サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム～

スマートエスイー修了制作

スマートエスイー スマートシステム＆サービス技術の産学連携イノベーティブ人材育成

１．最適モデル構成方法
・最適化する為には以下の方法に効果があった。
最適視野の選択/画像のトリミング方法/
Preprocessing/CNNへの取込サイズ/
CNNのParameter Tuning

２．精度結果
・一定の正答率（85％）以上で魚群を
正常・異常に分類するモデルの作成に成功。

３．結果の傾向
・CNNへの取込み
画素を粗くすると
正答率が向上した。

機械学習を用いた養殖業における
魚群異常検知システムの開発
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課題設定 → 解決に向けた方法（背景・課題・方法）

実装したPoCの結果

養殖業における魚の“斃死”問題 養殖魚の斃死削減・事前予測

考察・今後の展望

正常な魚群行動 異常な魚群行動

背景；異常魚群行動と斃死の兆候
・斃死の傾向
STEP１.異常な個体が徐々に増加
STEP２.群れ全体に広がり全滅

・様々な斃死の原因
赤潮による鰓閉塞/網へ衝突骨折/魚病/水質異常等

・斃死前の予兆現象
原因によらず正常に遊泳できない個体が発現、
その個体によって魚群全体の遊泳行動が乱れる。

課題設定；魚群の異常検知から斃死を事前予測する。

学習結果

斃死した養殖魚

方法；魚群異常を判定する分類器を機械学習で構築する
。 手順

STEP.3
教師あり機械学習

STEP.2
画像のclipping

STEP.1
フィールドデータ収集

※撮像対象；
体重；数百g 尾数；数千尾
※フィールドデータの画質
1920×1080pixl/bit深度32/24fps

※機械学習に用いたアルゴリズム
CNN（Convolutional Neural Network）
：畳み込みニューラルネットワーク
（画像処理に適している）

◆考察；
Q；なぜ、画素を粗くすると精度が向上したのか？
A；画像を粗くすることで、画像全体に広がる
「群れ全体の作り出す模様の特徴」が学習でき、
逆に画像の解像度が高いと
魚群の特徴でない一部の
「魚個体の特徴」を
過剰に学習してしまうから。

◆結論；
PoC結果より、システム全体の実現可能性は高い。

◆今後の展望
・斃死の事前察知を重ね、斃死の原因究明へ。
・海面養殖への水平展開を目指す。

一部の魚

・斃死を削減することはできないか？
→予測できないか？予兆は魚群行動にあり？

◆背景 〜養殖業とは〜
・近年天然より養殖の需要増加が著しい。
・世界的食糧問題に対する有望なSolution。
・養殖の２大問題点、原価コストと人手不足。

◆斃死（養殖魚の突然死）という問題
・「飼育コスト」と「時間ロス」の大損害。
・常時監視人員を配置するのは不可能。


